
2なめがた　2015.4.1

会計別予算額の内訳［予算額・前年度比］ 平成 27 年度

行  方  市
当初予算

区　　　　　　　分 予　算　額 前 年 度 比

一 般 会 計 178 億 8,000 万円 ２．６％

特 別 会 計 合 計 108 億 9,840 万円 ８．９％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 61 億　400 万円 １６．３%

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定 33 億 7,000 万円 １．４%
介護サービス事業勘定 940 万円 ２．２%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3 億　900 万円 △０．６％

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 3,700 万円 △ 22.6％

特定環境保全公共下水道事業特別会計 4 億 6,500 万円 △０．２％

流 域 関 連 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 3 億 5,000 万円 ３．９％

戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計 1 億 5,400 万円 １５．８％

公 営 企 業 会 計 　 合 　 計 15 億 2,595 万円 ５．１％

水 道 事 業 会 計 15 億 2,595 万円 ５．１％

行方市長　鈴木　周也予算合計　303 億 435 万円
　

行
方
市
の
平
成
27
年
度
当
初
予
算
が
市

議
会
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
で
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市
の
健

全
化
判
断
比
率
等
の
状
況
は
、
財
政
運
営

上
の
弾
力
性
を
顕

あ
ら
わ
す
経
常
収
支
比
率
に
つ

い
て
は
、
85
．
９
％
と
平
成
17
年
度
の
合

併
当
時
の
98
．
８
％
に
比
べ
、
格
段
に
改

善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高

い
数
値
を
示
し
、
硬
直
し
た
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
全
庁

を
あ
げ
て
、
不
断
の
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

い
う
中
に
あ
っ
て
も
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の

６
つ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
重
点
か
つ
優

先
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
平

成
26
年
度
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
地
方

創
生
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
、
人
口
減

少
問
題
や
医
師
確
保
等
の
事
業
に
活
用
す

る
た
め
に
平
成
26
年
度
補
正
予
算
に
計
上

し
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
と
一
体
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

第
１
に
「
人
口
減
少
」
に
対
応
す
る
予

算
で
す
。

　

人
口
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
は
、
若
者

の
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
り
若
者
を
呼
び
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
。
雇
用
創
出
や
定
住
化

促
進
に
向
け
た
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

第
２
に
「
市
民
の
安
全
安
心
」
に
係
る

予
算
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
台
風
や
大
雪
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
大
き
な
被
害
に
さ
ら
さ
れ
、
防
災
の
重

要
性
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
エ
リ
ア
放
送
は
、

家
庭
の
テ
レ
ビ
で
簡
単
に
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
、
防
災
無
線
と
あ
わ
せ
、
防
災
情

報
手
段
の
新
し
い
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
な

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
事
の
際
の
飲
料
水
確
保
を
図

る
た
め
、
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
に

つ
い
て
、
麻
生
・
北
浦
地
区
に
整
備
を
図

り
ま
す
。

　

第
３
に
「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

及
び
女
性
の
活
躍
の
推
進
」
で
す
。

　

行
方
市
発
足
以
来
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
充
実
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、「
市
の
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
た
め
、
引
き
続
き
支
援
策
な
ど
の

予
算
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
利
用
料
を
３
，
０
０
０
円
か
ら
１
，

０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
浦
地
区
統
合
小
学
校
の
開
校

に
合
わ
せ
、
敷
地
内
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
１
９
年
に
茨
城
国
体
、

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
を
見

据
え
た
選
手
強
化
支
援
策
・
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
・
指
導
者
研
修
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
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一般会計予算額　178 億 8,000 万円

議会費
1億 6,970 万円

0.9%

消防費
10 億 1,916 万円

5.7%

その他
1,335 万円
0.1%

農林水産業費
7億 9,179 万円

4.4%

商工費
3億 6,190 万円

2.0%

使用料及び手数料  
1 億 3,776 万円 0.8%

地方消費税交付金

5億 3,900 万円
3.0%

諸収入
3億 5,316 万円

2.0%

その他
1億 5,142 万円 0.8%

地方譲与税
2億 6,200 万円

1.5%

ゴルフ場利用税交付金
１億 4,900 万円

0.8%

分担金及び負担金
9,718 万円 0.5%

地方交付税
60 億 8,000 万円

34.0%

市税
36 億 771 万円
20.2%

市債
19 億 9,630 万円

11.2%

国庫支出金
20 億 2,033 万円

11.3%

県支出金
14 億 1,501 万円

7.9%

県支出金
14 億 1,501 万円

7.9%

 繰越金 2 億円 1.1%

　　歳　入
178 億 8,000 万円

繰入金
8億 7,113 万円

4.9%

繰入金
8億 7,113 万円

4.9%

　　歳　出
178 億 8,000 万円

民生費
47 億 6,504 万円

26.7%

教育費
37 億 4,708 万円

21.0%

土木費
19 億 4,376 万円

10.9%

土木費
19 億 4,376 万円

10.9%

公債費
16 億 8,396 万円

9.4%

公債費
16 億 8,396 万円

9.4%

総務費
22 億 547 万円
12.3%

衛生費
11 億 7,879 円

6.6%

衛生費
11 億 7,879 円

6.6%

　

第
４
に
「
医
療
と
健
康
」
に
係
る
予
算

で
す
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
医
療
体
制
、
特
に
救

急
医
療
や
小
児
救
急
体
制
、
産
科
医
不
足

等
に
つ
い
て
は
、
地
元
医
師
会
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

な
め
が
た
地
域
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、

公
的
医
療
機
関
と
し
て
担
っ
て
い
る
不
採

算
部
門
に
対
し
て
、
本
年
度
も
助
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
優
遇
策
と
し
て
「
医
師
確
保
支
援
対
策

補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

第
５
に
「
産
業
」
に
係
る
予
算
で
す
。

　

ま
ず
、
企
業
誘
致
に
係
る
予
算
に
つ
い

て
は
、
企
業
立
地
促
進
補
助
金
制
度
（
最

大
１
法
人
２
，
５
０
０
万
円
）
を
継
続
し

ま
す
。

　

ま
た
、本
年
度
は
、農
業
生
産
法
人
「
株

式
会
社
な
め
が
た
し
ろ
は
と
フ
ァ
ー
ム
」

が
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
大
和
第
三
小
学
校

跡
地
に
食
品
製
造
工
場
及
び
農
業
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、当
該
企
業
と
連
携
し
、

雇
用
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
観

光
の
振
興
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
つ

い
て
は
、
昨
年
12
月
に
締
結
し
た
東
京
農

業
大
学
生
物
産
業
学
部
と
の
包
括
連
携
協

定
の
下
で
、
農
業
の
持
続
的
発
展
及
び
地

域
活
性
化
や
人
材
育
成
を
基
本
に
、
産
業

振
興
、
起
業
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
分
野
に

お
い
て
相
互
に
協
力
し
合
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
略
的
な
６
次

産
業
化
に
つ
い
て
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
農
業
担
い
手
の
育
成
や
、
農
地
の
集

積
及
び
農
業
法
人
化
等
の
推
進
及
び
新
規

就
農
者
の
確
保
・
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
、

助
成
制
度
を
継
続
し
、
関
係
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

第
６
に
「
市
民
生
活
基
盤
」
に
係
る
予

算
で
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い

る
中
で
、「
市
内
の
均
衡
」「
安
全
安
心
」

に
も
配
慮
し
つ
つ
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
て
推
進
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
面
、
重
点
事
業
で
あ
る
学
校
等
適
正

配
置
実
施
計
画
に
基
づ
く「
通
学
路
整
備
」

及
び
財
源
が
伴
う
事
業
を
除
い
て
は
、
極

力
抑
制
し
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
が
、
道

路
維
持
補
修
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
も
、

市
内
全
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
、相
当
程
度
の
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、橋
梁
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対

策
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
共
施
設
等
の
全
体
の
状
況
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
最
適
な
配

置
を
実
現
す
る
た
め
、
積
極
的
か
つ
速
や

か
に
計
画
の
策
定
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
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▶北浦地区統合小学校施設整備（平成 28 年 4 月開校）

▶放課後児童クラブ整備（北浦小学校敷地内）

▶�小中学校スクールバス利用料の引き下げ

　　　　　3,000 円  →  1,000 円

▶�未就学児（5 歳児）交流事業、マル福制度の拡充、

乳児育児用品等購入費用への助成等北浦地区統合小学校 鳥
ちょうかん

瞰 図

子 育 て 支 援・ 教 育 の 充 実 の 推 進

平成２７年度市政運営にあたっての重点施策

人口減少等を見据えた
定住促進やコンパクトなまちづくり

▶総合戦略計画及び人口ビジョン策定（平成 26 年度補正）

▶定住相談センターの設置（一部、平成 26 年度補正）

▶企業立地促進補助金の交付（平成 26 年度補正）

▶プレミアム付商品券事業の実施（平成 26 年度補正）

市民が安心して暮らせる社会の実現

▶�防 災 対 応 型 エリア 放 送 の 整 備

▶ 飲 料 水 兼 用 耐 震 性 貯 水 槽 の 設 置（ 麻 生 中・

　北浦中）

▶�消 防 団 員 用 新 活 動 服 等 の 購 入

はつらつ市民活動交流事業（上山区三世代交流）

放送センター：麻生庁舎を想定

地上デジタル放送波

光回線

送信アンテナ

携帯電話 スマートフォンテレビチューナー付き
　　　パソコン

家庭用テレビ

受信（視聴）可能な端末

防災無線の支柱

防災対応型エリア放送の概念図

　行方市防災対応型エリア放送とは、行

方市内における空きテレビチャンネル

を利用した地上デジタル放送です。

　日常の防災・減災情報や広報番組とと

もに、災害時及び緊急時には、速やかに

情報をお知らせするものです。

飲料水兼用耐震性貯水槽（玉造中）
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▶�医師確保支援対策補助金の創設（一部、平成 26 年度補正）

▶公的病院運営補助金（なめがた地域総合病院）

▶鹿嶋市夜間小児救急診療所協定市負担金、鉾田

　地域病院群輪番制病院運営費負担金

▶「食と健康」をテーマとしたイベント等の開催

医 療と健 康

▶「第２回行方ふれあいまつり」の開催（行方市

　市制施行 10 周年記念）

▶東京農業大学との包括連携協定に基づく農林

　畜水産業の 6 次産業化の推進

▶新規就農者に対する「なめがた新規就農活力

　応援金」（補助金）

▶通学路、生活道路、狭あい道路等の整備

▶橋 梁
りょう

維持補修実施設計委託料

産 業の振 興・ 市 民 生 活 基 盤の拡 充

健康フェスタ（健康機器体験会）

協定書を取り交わし、握手をする鈴木市長と東京農業大学

生物産業学部黒瀧秀久学部長

　

平
成
27
年
度
の
行
方
市
の
会
計
は
、
一
般

会
計
、
７
つ
の
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会

計
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
算
額
を
前
年

度
の
そ
れ
と
比
べ
て
み
る
と
、
一
般
会
計
に

お
い
て
は
、
４
億
５
，
０
０
０
万
円
（
２
．

６
％
）
と
北
浦
地
区
統
合
小
学
校
施
設
整

備
事
業
等
の
増
に
伴
い
増
額
の
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
８
億
９
，
３
２
０
万
円
（
８
．
９
％
）

の
増
額
、
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
７
，

３
５
５
万
円
（
５
．
１
％
）
と
増
額
の
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
に
つ
い
て
は
、
景

気
の
回
復
や
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

増
額
を
見
込
ん
で
、
市
税
は
１
．
０
％
の
増

で
計
上
し
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
や
臨
時

財
政
対
策
債
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
状
況

に
変
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化

対
策
等
の
扶
助
費
、
広
域
事
業
へ
の
負
担
金

や
固
定
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
政
策
的
・
投

資
的
経
費
へ
充
当
で
き
る
一
般
財
源
が
、
限

ら
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を

行
財
政
改
革
の
方
針
に
そ
っ
て
推
進
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
に
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
成
果
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
「
継
続
か
ら

変
革
へ
の
道
」
を
模
索
し
、
予
算
編
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
質
公
債
費
比
率
の
低
下
や
財
政

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
を
考
慮
し
、
事
業

の
選
択
と
集
中
の
考
え
に
沿
っ
た
上
で
、
ま

た
、
財
政
規
律
の
観
点
か
ら
当
該
年
度
の
元

金
償
還
見
込
額
を
新
規
起
債
額
が
上
回
ら
な

い
よ
う
投
資
的
事
業
を
厳
選
し
て
き
ま
し
た

が
、
学
校
等
適
正
配
置
実
施
計
画
に
基
づ
く
、

学
校
等
の
建
設
関
連
事
業
や
通
学
路
整
備
事

業
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26

年
度
に
引
き
続
き
、
や
む
を
得
ず
、
元
金
償

還
見
込
額
（
14
億
４
，
１
５
１
万
円
）
を
超

え
て
新
た
な
市
債
を
起
こ
す
も
の
と
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
通
学
路
等
の
道
路
、
北
浦
地

区
統
合
小
学
校
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
合
併

特
例
債
10
億
５
，
２
３
０
万
円
を
は
じ
め
と

し
、
そ
の
他
の
道
路
整
備
事
業
債
・
臨
時
財

政
対
策
債
な
ど
を
合
わ
せ
、
前
年
度
比
６
．

２
％
増
の
計
19
億
９
，
６
３
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
、
基
金
の
積
極
的
な
造
成
と
積
み
増
し

を
図
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
、
可
能
な
限

り
、
取
り
崩
し
を
抑
制
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
市
債
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
、
公
共
施
設
整
備
基
金
等
か
ら
の
基
金

繰
入
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
債
起
債
、
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

予
算
執
行
の
段
階
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、

抑
制
に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
継
続
か
ら
変
革
へ
の
道
」
を
目
指
し
た
予
算
編
成

誇れる湖と肥沃な台地　笑顔輝くゆめタウン　なめがた


